
＜蝉の声を楽しむ＞ 
 

 

＜大串っ子の心見つめる教育週間 ６月１０日～１４日＞ 

＜校長講話＞                 
 

 

 

＜エンジョイ！イングリッシュ！ ６・５＞ 

 

 

＜プール清掃＆プール指導 ６・６＞ 

 
 

 

 

 

＜グラウンドゴルフ大会 ６・１０＞ 

西海市立大串小学校 学校だより 

ハッピー クローバー 
コミュニティ・スクール共通目標   大串にひびかせよう 「あいさつ・返事・ありがとう」 

                                 ※許可なく無断転載・複製を禁じます。 

 

 

 

 

令和６年７月１８日 
文責 大串小学校 
   校長 藤井達也 

もう少しで梅雨が明けそうですが、木々には蝉の声が木霊しています。蝉
の一生は、幼虫で７年、成虫で７日と言われています。限られた時間で一生
懸命奏でる蝉のハーモニーを楽しみたいと思います。もうすぐ夏本番です。 

長崎県では、この時期子どもの心を見つめる教育週間を各学校で行います。長崎県で
は、２１年前、２０年前、１０年前に子どもが子どもの命を奪うという事件が起きました。子ど
もの心の不安、悩み、有り様が分からなくなり、みんなでもう一度子どもの心を見つめなお
そうと取組が始まりました。 
大串小学校でもこの期間を問わず保護者、地域、教職員で児童の心や思いを見つめる

ために様々な取組や活動を行いました。 
 

４年生、５年生、６年生の力を借りてプ
ール清掃を行いました。１年間の汚れをき
れいに落とし、気持ちよくプールでの学習
ができます。全員意欲的に働く様子は、成
長とたくましさを感じました。 
プールの学習は、全10時間行います。

水に慣れ、少しでも泳ぎに自信を持ったと
思います。 

 校長講話では、「命を大切に」「友達を大
切に」をキーワードに自分の心を見つめ、友
達の心を見つめ、私たち一人一人の命ある
存在の大切さを感じてほしいと話しました。 

 西海市の ALT５人が、大串小学校に集まり、６年生と一緒に英
語学習を行いました。自己紹介、ゲーム、長崎を紹介するプレゼン
等を行い、楽しく自分の英語力を試していました。私も参観しなが
ら、子どもたちの英語力の高さに感心しました。 

 大串、鳥加、平山の老人会の方と３年生、４年生が
グラウンドゴルフを通してふれあいました。運動場に２
つのコートをつくり、老人会の方に教えていただきな
がら、楽しみました。老人会の方の上手さに脱帽です。 
たくさんのご参加、ご協力ありがとうございました。 



＜福祉出前講座 ６・１０＞ 

  

 

＜昔遊び ６・１１＞ 

 
 
 
 

 
 

 

＜田植え ６・１１＞ 

   
 
  

 

 

 

 

 

西海市社会福祉協議会の方に来校していた
だき、６年生が福祉について学びました。これか
らはみんな福祉と関わりながら生きていくことに
なります。みんなの幸せを考え、行動、取り組ん
でいけるよう期待します。 

大串、鳥加、平山の老人会の方や保護者の方
と１年生、２年生が昔遊びを通してふれあいまし
た。最初、なかなか上手にできませんでしたが、
教えていただきながらできるようになると笑顔い
っぱいの子どもたちでした。それを見た地域の
方も笑顔いっぱいでした。本当に楽しい時間で
した。準備、ご協力ありがとうございました。 

戸田さんや峯さんを中心に４月から田んぼの準備をしていただいていました。田植えの季節と
なり５年生、保護者、地域の方と一緒に田植えを行いました。私も初めて田植えを経験し、田の土
のはまり具合、温かさなどを感じながら指示に従って行い、終わった時にきれいに並んで植えら
れている苗を見て、何か爽快な気持ち、どんどん成長してくれよという気持ちに自然となりまし
た。現在、田の水面が見えなくなるくらい成長しています。苗の成長とともに収穫も楽しみです。楽
しく田植えの体験ができたことを地域の皆様、保護者、５年生の子どもたちに感謝します。 

＜お知らせ＞ 

☆長崎県「ココロねっこ運動」について 
長崎県では、家庭・学校・地域社会・行政が一体となり青少年の健全育成と環境浄化を
目的として「ココロねっこ運動」を実施し、県民一人一人への更なる普及と実践を目指して
います。 
＜具体的実施内容＞ 
〇「ネット・電子メディア利用ながさき基準・夜９時まで」の推進 
〇学校メディア宣言の実施 〇あいさつ運動 〇安全見守りボランティア 等 
 
※子どものスマートフォンの所有、活用率は年々上がっています。同時に不適切な使用に
おけるいじめ等の問題行動も増えています。時には命に関わることに発展することもあ
ります。学校では、担任およびメディア指導員など外部指導員を招いて適切な使用、注
意点について学習を行います。しかし、保護者の責任のもと、所有・使用していることが
原則です。SNS 等の問題が起きたときに、学校では子どもたちから事情を聞くだけしか
対応の方法がありません。実際にどんなことがあったのかを、突き詰めることが出来な
いのが現状です。ご家庭での SNS等の使用については、保護者の管理下のもと把握、
指導をお願いいたします。子どもを被害、加害から守るのは、保護者の方の力が重要で
す。よろしくお願いいたします。 


